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C O N T E N T S

組合会館の周辺は、四季を通じていろいろな花たちが彩りを添えてくれます。
その中でも代表的な四季の花たちを紹介します。

〒５８７-００４２　堺市美原区木材通2-1-39
TEL.072-363-0772

国産・輸入・多種取り扱い。

安心してお買い求めいただけます。

タイヤ・ホイール専門店

（株）オートシステム

〒５８７-００４２　堺市美原区木材通4-9-24
TEL.072-362-5063

安全を願い、お客様のカーライフをサポートする

中古車・車検・キズ直しお任せ下さい！

昭和シェル石油株式会社特約店

株式会社 オクヒラ
木材団地前店

特集  FOUR SEASONS ～花便り～

▲ＤＶＤ「木づかいで地球を救え！」

組合からの“発信”
協同組合副理事長からのメッセージとして、第３回は

浦本雅史副理事長（浦本木材株式会社　代表取締役社長）

からメッセージをいただきました。

今回紹介できなかった会館周りの花たちは組合ホームページ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｗｏｏｄ．ｏｒ．ｊｐ／）
でも紹介しております。今後、本誌でもその掲載を予定しておりますのでお楽しみに！ 

春...やっぱり「桜（さくら）」です。春の象徴のような花で、
日本人に一番愛されている花です。
なぜ、そんなに桜は日本人に好まれるのかって！？
人生の節目（入学式や卒業式）の時期に咲くので印象に強く残る？
木全体に咲き誇る姿と、散り際のいさぎ良さに心がくすぐられる？
いずれにしても、古の世から、蕾から散り姿まで「愛でて、詠まれ、
歌われ、味わい・・・」こんなに人を満足させてくれる花は他にな
いからなのかもしれません。

夏...うだる様な暑い夏の時期に、力強く咲き続ける「夾
竹桃（きょうちくとう）」です。
葉が竹のようで花が桃に似ているため名づけられたこの花
は、６月頃から残暑の９月頃までの長い期間を鮮やかな赤や
白の花で楽しませてくれます。
但し、見た目はきれいだけど有毒植物なのでご注意を！

秋...甘い香りに誘われて見上げると、黄金色に輝く
花が満開で「いつの間に？」と毎年うれしい驚きをあたえて
くれる「金木犀（きんもくせい）」。香りから秋の訪れを実感さ
せてくれる花です。
ただ、移ろいやすい秋の気候と同じで、花の寿命はとても短
く１～２週間足らずで散ってしまうので、自然の香水のような
この香りを楽しめる期間を大切に感じていたいものです。

冬...「椿（つばき）」は春の花ともいわれますが、この
花が咲き出すと、冬の終わりを告げているような気がします。
もちろん、自然に咲いている花も美しいですが、椿の花は備
前焼などの一輪挿しに飾るととても似合い、室町の茶の湯
文化で茶花としても好まれたそうです。
実際に花瓶にさしてみると、なるほど、花器との相性がよく、
それぞれの良さを引き立たせているようです。

▲桜（さくら）

▲夾竹桃（きょうちくとう）

▲金木犀（きんもくせい）

▲椿（つばき）

　ある著名な政治家の言葉で「政治とは、全ての国民が満足す

るような政治はできない。少しでも多くの人が満足できるようにす

ることである・・・」というような意味の言葉があったと記憶しています。

　私は、平成６年に協同組合理事に就任して以来常に念じてい

ることは、協同組合と企業の運営は根本的に違うものであり、また

人も企業もその数だけ思いがあり必ずしも同じ考え方で進むとは

限らないということです。

だからこそ、違う意見にも耳を傾け、組合と組合員企業がお互い

の理解と協調により協同組合を運営することが必要であり、また、

そうありたいと考えてまいりました。

　昨年、協同組合が策定いたしました「２００８中期ビジョン」は、

まさにその考え方を形にしたもので、組合員の声を最大限に活か

す形でとりまとめが行われました。

本年度は、この中期ビジョンの大きな３つの目標であります「働く

人の満足度が高い工場団地」「環境問題の解決に寄与する工

場団地」「地域に貢献する工場団地」の実現を、来る創立５０周

年に向けて協同組合の運営を具体化する最初の一年と考えて

おりますので、より一層の皆様方のご理解とご協力をこの場を借り

てお願い申し上げます。

　また個人的には昨年、所属している他団体（大阪木材仲買協

同組合）の６０周年記念事業の一環として、一般消費者や子供

たちに向けた木づかいによる地球温暖化防止というメッセージを

発信することを目的とした「木づかいで地球を救え！」のＤＶＤ製

作に携わってきま

した。おかげさま

で現在このＤＶＤ

は堺市教育委員

会でもとりあげて

いただき、一部の

小中学校の教材

として使われております。

　マスコミでも最近は、地球温暖化や環境問題について取り上

げられる機会が増えてきましたが、地球温暖化防止のためにも二

酸化炭素削減実施にむけ、京都議定書で定められた削減目標

２／３を森林により達成することとされている中、木材業界としても

木づかいによる温暖化防止を訴え、もっともっと木を使って森を育

て守っていかなければならないことを「木」を愛する者として、堺

から未来ある子供たちに向けて発信していきたいと考えております。


